
新潟市に点在する潟。潟は本市のアイデンティティであり水と土を象徴する
個性豊かな存在です。この機会に「潟」の魅力を再発見してみませんか。

平成27年度　「潟」シンポジウム

主催・問い合わせ
新潟市観光・国際交流部 水と土の文化推進課　電話025-226-2624（直通）
新潟市地域・魅力創造部 潟環境研究所　　　　電話025-226-2072（直通）

会 場

平成28年２月20日（土）
午後２時から午後５時

（受付 午後１時30分より）

新潟市民プラザ
（新潟市中央区西堀通６番町866番地 NEXT21 ６階）
※会場にお越しの際は公共交通機関をご利用ください。
　（付近の駐車場は有料になります）

日 時

参加
無料

〜自然からのおくりもの〜

【コーディネーター】	大熊　　孝（潟環境研究所 所長）
	 隅　　杏奈（潟環境研究所 研究員）
【出演者】
　・増井　勝弘（鳥屋野潟漁業協同組合 組合長）
　・横山　愛子（北区新鼻甲自治会 副会長）
　・加藤　　功（新潟映像制作ボランティア 副代表）
　・井上　信夫（生物多様性保全ネットワーク新潟）
　・太田　和宏（赤塚中学校地域教育コーディネーター）
【コメンテーター】
　・篠田　　昭（新潟市長）

第１部：基調講演：『命を感じる暮らし』

第２部：パネルディスカッション「潟の記憶」を求めて 〜潟の恵みと食文化と〜
　　　　　ー新潟市潟環境研究所 研究成果報告ー

内 容 【司　会】遠藤　麻理（フリーアナウンサー）

1962年東京都葛飾区生まれ。
1984年映画デビュー後、ドラマ、バラエティなど、様々なテレビ番組で活躍。
1998年、栃木県那須高原での自然豊かな生活をはじめる。自給自足を目標に、
有機無農薬野菜作りなど農業にも取り組んでいる。

講　師　高木　美保 氏

撮影：鍋島　徳恭

潟での漁

ハスの実とヒシの実
おこわ

お供え用の
ハスの花

お申込み 平成28年１月24日（日）から受付開始

定員400名（無料）
※先着順、定員になり次第〆切となります。

新潟市役所コールセンターまでお電話ください。
電話　０２５－２４３－４８９４（受付時間 ８：00〜21：00）

（３名様まで同時にお申し込みできますので、参加される方の氏名・連絡先をお伝えください。）


